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２０１６年度 事業報告 

 

１．遠隔画像診断支援事業 

・ ２０１６年度読影総件数は５７，１８０件で対前年月間平均読影件数は２．１％増とな

った。（資料０１参照） 

・ 読影遅延の回避策として２０１６年１２月より（株）ネットホスピタルとの協業を開始し

た。 

・ ２０１６年度の読影医数（ネットホスピタルを除く）は４２名であった。 

・ 遠隔画像診断支援事業の経常収益は１６２，９４６，４６１円、経常費用は 

１４３，３７２，８３６円、当期経常増減額は１９，５７３，６２５円であった。 

 

 

２．遠隔放射線治療支援事業 

・ ２０１６年度治療支援総件数は１，６８５件で対前年月間平均治療支援件数は 

１．３％増となった。（資料０２参照） 

・ ２０１６年度の治療支援医師数は１１名であった。 

・ 遠隔放射線治療支援事業の経常収益は１０，９３６，５７０円、経常費用は 

１０，６４２，９３４円、当期経常増減額は２９３，６３６円であった。 

 

 

３．医学研究・医学教育支援事業 

・ 昨年度に引き続き北海道大学から「肝嚢胞に対する球状塞栓物質を用いた肝動脈

塞栓術治療の有効性および安全性を検討する多施設共同臨床試験」において得

られる画像データの解析・評価業務を受託した。 

・ 資料０３に示すとおり延べ１４回の研究会を開催した。 

・ （株）日立製作所から放射線治療用研究資金として１００万円の寄付を受けた。 

・ 放射線に関わるセミナーの共催、市民向け放射線治療に係わる公開講座を共催、 

放射線技師会が開催する教育講座等の共催については時間的な余裕が無く開催

しなかった。 

・ 医学研究・医学教育支援事業の経常収益は４，９３８，５０８円、経常費用は 

３，５１５，４７３円、当期経常増減額は１，４２３，０３５円であった。 

 

 

４．共同研究型医療用システム及び医療材料・医療器材の研究開発事業 

・ 一般読影と健診読影を別けずに健診２件を１件と勘定して配分するシステム変更に

ついてはキヤノン側の開発予定が間に合わず持ち越しとなった。 

・ 問題レポートの報告をスムーズに行うためＭＩＰレポート画面下段に「レポート内容

相談」というボタンを設ける件についてはキヤノン側の開発予定が間に合わず持ち

越しとなった。 

 
裏面に続く 

 



表面から続く 

 

・ 過去の画像/依頼/レポートを参照しているときにコメントボタンを押して問題点を記

載出来るようシステム変更する問題についてはキヤノン側の開発予定が間に合わず

持ち越しとなった。 

・ JMAC 製 XTERK の自宅読影用システムの開発協力、評価を終了し、２０１７年５月

から販売開始となった。 

・ 医学研究・医学教育支援事業の経常収益は０円、経常費用は０円、当期経常増減

額は０円であった。 

 

 

５．その他 

・ 認定ＮＰＯについては会員数の増員、寄付金額の達成が難しく、再検討が必要で

あると判断した。 

 

以上 


